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第1世代ニカメイチュウの防除時期

谷中清八・熊沢隆義・滝田泰章

1　緒

口

　ニカメイチュウ第1世代幼虫の防除薬剤については

多くの報告があるが，その最も効果的な防除時期につ

いては概括的な石倉らの報告はあるが，その産卵，あ

るいは野化調査の裏付けをした報告はほとんどない状

態であつて，その防除も，発蛾最盛期前に田植される

場合，あるいは発蛾最盛期，あるいは最盛10日後など

といわれ，それも地域により異なるものと考えられた

ので，栃木県における防除適期を知るため，1958年か

ら1960年に亘つて調査を行なつたので，1956年以降に

行なった薬剤防除試験とあわせて報告する．

H　調査方法

　1．予察灯による日別発蛾量調査

2．産卵，艀化および被害調査　早期栽培について

は本場において5月9日植　（50cm×15cm）（ノ58），

または5月10日植（50�p×14cm）（’59／60）の1株

5本植の水田で，品種はアイマサリ（ノ58），または

トネワセ（f59，〆60）を用い，1ケ所9株づつ10ケ所

（’57）または1ケ所8株づつ20株（’59，，60）ラン

ダムにより，その産卵塊数，鰐化卵，および被害状況

を調査し，普通栽培については，1958年はコシヒカリ

で苗代でO．66鋸づつ5ケ所，6月11日田植（59・4cm・

27．5cm27．5cm×15cm）の1株1本植の株9〜10づつ15

ケ所で1959年と1960年はホウネンワセについて苗代は

1ケ所1／24〆づつ24ケ所，本田は6月11日（’59）ま

たは6月9日（’60），5本植の株1ケ所8株づつ20

株ランダムにとつて同様調査した。

卵は大体発蛾最盛日の10日前位からはじまり，発蛾最

盛期に産卵も最盛となる。1958年は50％産卵がおくれ

たように見えるが，これは調査間隔が長かったためと

思われる。卿化は発蛾最盛日の5〜7日後からはじまり

10日後には40％，11日〜12日後に50，14日後には70〜

100％艀化し終る。1958，9年と異なり1960年のように

発蛾最盛日が8日もおくれた場合でも，発蛾最盛日か

らの経過日数はほとんど変わらない。

第2表　早期栽培田の産卵，艀化の推移

廟擁塵・・勾

5月24日

5月18日

5月28日

6月5日

5月28日

6月7日

　　　ヨし　　　　　

産卵終…

野化始150彩鰐化

＿＿

＿」　

＿

　　　／　　l

6月14日I

6月5日16月12日

　　　［

6月7日116月5日6月10日

　　　／

9月15日［5月11日6月17日

　　　Il

艀化終

皿　結

6月26日

果

6月15日

6月25日

　1．予察灯から見た発蛾状況は，次のとおりであつ

た。

　第1表　予察灯による調査

　普通栽培田では，苗代中に発蛾最盛期がくるため，

苗代への産卵は早期栽培田に併行して行なわれ（第1

図），その途中で田植されるが，田植後，本田での産

卵は著るしく少なく，はっきり傾向はつかみえなかっ

た。鰐化は苗代中に10〜50％行なわれるが，本田に持

込まれた卵は，ごく丁寧に植付けたものでも半数しか

艀化せず，田植後の萎凋のため葉先が水没するため卵

の死滅が見られた。田植後の産卵は田植10日乃至半月

後に艀化する。

　5．被害発現の推移

　被害の発現状況は・葉鞘被害茎は幼虫の鰐化後間も

なく現われ，早期栽培で発蛾最盛後7日頃にはじま

り，12日後には急増するが，心枯茎は22日後以降に見

られる。この点普通栽培田でも同様で，田植14日後位

から葉鞘の被害が，20日後以降に心枯が現われる，

　　　　（第5，4表）

年別

最盛日1

1958

1959

1060

5月29日

！5月2田

廟6日

1

飛来量

2407

2010。5

658．1

平年比

1ろ7

12Q

52

1

田植後

飛来量

205

150

180

2、産卵および艀化の推移

早期栽培田では第2表および第L2図のように，産

　第3表　早期栽培の被害発現（立毛）

　　　　　　　　　　　　　　　1960

発蛾最盛1　　　1956

瞼らの屡鱗瞳茎率

　　旨

7　　1

12　　1

17　　

22　1

26（27）1

55　1

一1

45．5

49。9

56．51

77・21

75’Ol

000∩》2

　　　　0

葉鞘被

害茎率

8．4

29．6

45．2

49．1

56．1

51．1

心枯茎率

000509
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